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（　　）で括った部分は前後
から十分に読み取れるので
カットしよう。簡潔でわかりや
すい小論文を書くことを心が
けたい。

ここは「医療制度を例に」
考えているので「年金」へ
の言及は不要。

　　部分は曖昧な意を添え
る文末表現なので、自分の
考えを述べる小論文には
適切ではない。

個人の食生活の悪さを社
会のせいにするのは無理が
ある。この最後の段落は
カットして「自分の意見」を
記すスペースとしよう。

A君の発言をまとめ
ているが、ⓐ ⓑ の
内容もここに盛り込
んで、A君の発言の
根底には〈能力主
義〉や〈効率主義〉
の考え方があること
を明示しておくと整
理され、あらためて
後段落で記す必要が
なくなる。

〈A君に反対〉という考えを明示した
上で、設問条件に対応させて「医療保
険制度」を例に自分の考えの根拠を
述べようとする姿勢はよい。
だが、〈アメリカがそうだから、医療保
険なしでは幸せになれない〉というだ
けでは十分な根拠とは言えない。

↓

医療従事者という立場に立って、医療
保険がないとどうなるのかを具体的に
論じよう。例えば医療従事者として、
治療費が払えない患者にどう対応する
かなど、自分の問題として考えた上
で、貧しい人は治療どころか病気の予
防もできなくなるような社会の到来を
予測し、これでは誰もが幸せな社会の
実現は不可能であると論じることなど
が考えられる。

A君への反対意見を繰り返さずに、こ
こからは「自分の意見」を述べていこ
う。

↓
貧しくても医療保険のおかげで普通
の治療が受けられるといった、リスク
に社会的に対応することの効果や意
義を具体的に示していくとよい。その
際、制度への依存過多やただ乗りする
者の存在、社会保障に関する予算の
確保などという、A君のような自己責
任論者側からの反論も想定し具体的
に論じたい。
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